
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                              校 長 河 﨑 晃 二 
 

今年度も残り１７日間となりました。４月

になると子供たちはそれぞれ学年が上がり、

６年生はいよいよ中学生です。 

桜の芽が膨らみ、春の開花の準備をするよ

うに、子供たちも４月から自信をもってスタ

ートできるように準備をしています。 

準備は、「できるようになったこと」「分

かるようになったこと」に焦点をあて、自分

の成長を自覚することが大切です。勿論、復

習したり不安な学習を取り戻したりするこ

とも重要ですが、次の学年のスタートライン

に立つ時には、「できるようになったこと」

「分かるようになったきっかけやこつ」を自

覚する方が学びの原動力となります。 

今の子供たちは、とかく人と比較され優劣

の判定をされることや反省をさせられるこ

とが多いようです。勿論、競争が自分を高め、

ライバルがより高い目標に導くことがあり

ます。しかし、激しい競争は、勝者を除いて

多くの人の自尊感情を壊します。自尊感情の

低下は小学生の全国調査の結果にも見られ

ますし、国際調査では、日本の大学生にも見

られる傾向です。 

一方、自尊感情が高い児童に共通すること

は、以下のようなことです。 

①人に褒められた経験が多い 

②人に認められた経験が多い 

③人に感謝された経験が多い 

私たちも子供たちがそのような経験を積

むように次の３点を心がけたいと思います。 

①子供を褒めること 

②子供を認めること 

③子供に感謝すること 

私は、橋戸小学校に赴任してそろそろ１年

が過ぎようとしています。様々な学校行事や

地域行事を通して、子供たちを見守ってくだ

さる保護者や地域の皆様のお力添えを強く

感じました。誠にありがとうございます。 

赴任前には、いったいどうなるかと心配し

ていましたが、ＰＴＡ組織が中心となって、

一年間様々な行事をしっかりと支えてくだ

さっていることがすぐに分かりました。また、

地域においても町会の皆様や、学校応援団を

はじめとするボランティアの皆様に見守ら

れ、地域の伝統と文化の中で子供たちが育つ

姿を目の当たりにしました。さらに、保護者

の地域との連携が素晴らしく、保護者・地域

の叡知の集まりであることも分かりました。

この一年間の皆様のご尽力に心より感謝申

し上げます。 

学校も新年度に向けて準備をしています。

どうぞこれからも子供たちの教育環境を整

えるために、保護者・地域の皆様のお力添え

を賜りますようお願いいたします。平成２９

年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。

一年間を振り返って 

   http://www.hashido-e.nerima-tky.ed.jp/ 

☆学校教育目標  考える子・思いやりのある子・たくましい子 
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